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1  は じ め に

近年,置賜地域において,受光態勢を良化し,登熟向上

を図り多収を得る目的で,栽植密度を減じた栽培が試みら

れている。そこで,栽植密度を減じた栽培が水稲生育にど

のような影響を与えるかを,置賜分場ほ場及び現地ほ場の

ササニシキについて調査 した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 昭和60年

●)実施場所 置賜分場ほ場,川西町A氏現地ほ場

“

)供 試 苗 ササニシキ,置賜分場 :ポ ット苗, 3～

4粒 /ポ ット,現地 :中苗 140′ /箱 (乾 もみ)

に)施肥(N″ /α )置賜分場:基肥04, 活着期02,幼

穂形成期 015,穂ぞろい期 01,現地 :基肥 02,活着

期 02,幼穂形成潮 034,穂ぞろい期 02,実肥 016

“

)区の構成

表 : 生育,収量及び構成決定要素
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3 試験結果及び考察

本試験を実施した昭和60年の水稲生育概況は,おおよそ

次のとおりであるう
。 育苗期から分げつ初期にかけては気

象が順調であったことから,苗の生育は良好で,初期生育

も平年並みで推移したものの,その後6月 中 下旬の低温

少照により生育は停滞し,多茎で乾物重の軽い生育相を示

した。しかし,梅雨があけると気象は一変し,連日の高温

多照となり稲体質の良化がはかられ,穂数,もみ数の多い

生育となった。出穂後も引き続き高温多照で経過したこと

から,もみ数の多いわりには前期登熟は順調に推移した。

しかし, 9月 上旬の異常高温,ま た一転した中旬の低温少

照によって後期登熟は緩慢となり,登熟は59年を下回る結

果となった。

表 1に生育,収量及び構成,決定要素を示した。栽植密

度を減じて栽培した区は,対照区に比べ席当たり茎数は少

なく推移し,最高分げつ期が遅れ最高茎数も少ないが,有

効茎歩合は高まる。その結果,株当たり穂数は多いものの
,

栽植密度の減少分を補うまでには至らず,7当たり穂数は

少ない傾向にある。一方,一穂もみ数は,穂数とは逆に対
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照区に比べ多くなり,こ のためイ当たりもみ数では同程度

かやや少ない程度である。また,玄米粒数歩合 (総 もみ数

に対する粒厚 180m以上の玄米の粒数の割合)は,対照区

に比べ倒伏程度の大きい分場は場では同程度であり,倒伏

の軽い現地ほ場ではやや高い傾向にある。しかし,千粒重

がいずれにおいても対照区に比べて低下しているため,収

量も同様に低い傾向を示している。千粒重の低下の内容を

より詳細に見るために,比重 106に よる登熟歩合と180ロ

以上の粒厚分布について調査した。登熟歩合 (比重選 )と

玄米粒数歩合 (粒厚選)の関係について田中ら
う
は,粒内部

の充実による比重の増加により決定される登熟歩合は,粒

厚の増加により決定される玄米粒数歩合より遅れて増加し,

しかも,成熟期においても両者は一致しないと報告してい

るが,今回の調査でも両者は一致せず,登熟歩合はいずれ

‐

の区でも玄米粒数歩合より低い値を示した。更に,対照区

に比べ栽植密度を減じた区で登熟歩合が低 く,玄米粒数歩

合との差力汰 きい傾向にある。また,粒厚分布は,分場は

場では対照区に比べ薄いほうに傾いているが,現地ほ場

ではほぼ同じ分布を示している(図 1-1～ 3)。 このこ

とから,粒重低下は,粒厚の薄小化よりは登熟歩合の低下

によるところが大きいものと思われ,玄米の充実が対照区

に比べ不足しているものと推察される。

次に,現地ほ場のイネについて,次位別に調査した結果

を図 1-4～ 5,図 2,図 3に示した。両区とも,穂数,

もみ数,精玄米重のいずれも一次分げつの占める割合が高

く,これに比べ主稗と二次分げつは構成割合が低い。更に
,

主繹及び一次分げつは穂数,もみ数,精玄米重の順に構成

割合が増加しているが,二次分げつでは逆に減少している。

これは,二次分げつが主稗及び一次分げつに比ベー穂もみ

数が少ないこと,粒厚が薄いほうに分布し玄米粒数歩合,

千粒重が低いことによるものである。また,栽植密度を減

じた区は対照区に比べ穂数,もみ数,精玄米重のいずれも

二次分げつの構成割合が高い。これは,栽植密度を減じた

区が株当たり穂数が多いことに加え,主 FTaび一次分げつ

と,二次分げつとの一穂もみ数,粒厚分布,玄米粒数歩合,

千粒重の差異が小さいことによるものである。

以上のように,ササニシキを用い栽植密度を減じて栽培

した結果,対照区に比べ″当たり穂数は少なく,一穂もみ

数の多い生育相となり,粒厚分布は同程度から薄いほうに

傾き,千粒重は低下する傾向が認められた。また,収量及

び構成要素については二次分げつへの依存度が対照区に比

べ高く,一穂もみ数,玄米粒数歩合等については主稗及び

一次分げつとの差異力3/1ヽ さい傾向が認められた。この試験

は,健苗を移植したことに加え比較的初期生育の良好な年

次の試験であり,また,栽植密度を減じた区の粒厚の薄小

化,登熟歩合と千粒重の低下については,栽植密度を減じ

た区で出穂期,成熟期が遅いために,9月 上旬の異常高温,

更に中旬の低温少照により後期登熟が緩慢となったことに

よる影響を,よ り強く受けていることにも一因があるもの

と思われ,今後,苗の種類,苗質の違い,年次変動等につ

いての検討が必要であると思われる。
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